


















































































































































































































































































































































役 職 実務経験 
の有無 
常勤・非常勤 備 考 
２名 教授 有 常勤 実務経験１０年以上 
２名 教授 無 常勤 医師 
２名 准教授 有 常勤 実務経験１０年以上 
２名 講師 有 非常勤 実務経験１０年以上 
２名 助教 有 常勤 実務経験 ５年以上 
１名 助手 有 常勤 実務経験 ５年以上 
２名 助手 無 常勤 薬剤師 












































































を行い、CBT と OSCE を実施した。両試験とも、問題は発生せず終了したので、
体制の整備は適切であったと評価できる。 
薬学共用試験センターが示す指針通りに情報を開示し、公平性および公正性
を適切に確保している。 
 
 
８．病院・薬局実習 
 
実務実習を円滑に行うために必要な体制が整備されていること。 
実務実習を行うために、実務実習委員会が組織され、実務実習が円滑に実施
されるよう機能していること。 
実務実習機関、実習施設との連携等が、当該大学の６年制教育におけるもの
と全く同様に実施されていること。 
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【１】実務実習に関する責任体制が明確にされていること。  
 
学部内の学外実習委員会が、実習施設との連携に対応している。具体的には、
実習前後における施設との調整や関東地区調整機構に対する学生登録の手続き
などを行っている。施設との連携や実務実習指導における責任は本委員会委員
が分担している。学外実習委員会は、実務経験５年以上を有する教員９名、実
務経験を有さない教員２名の計１１名より構成されており、実務実習等の調整
や実務実習事前学習および臨床関連教科の内容の充実に当たる。科目等履修生
に対してもチューターが適切に指導している。 
 
【２】実務実習に先立ち、必要な健康診断、予防接種などが実施され、さらに、 
学生保険などの保険に加入していること。 
 
実務実習前に、健康診断および各種抗体検査、予防接種（HBV 等）を行った。
また、実務実習中のトラブル（通学時の事故、実習中の器材破損、感染等）に
対応するため障害総合保険や感染症保険に加入し、実務実習を実施している。 
 
【３】適正な指導者のもとで実務実習が実施されていること。  
 
病院および薬局における実務実習は、認定実務実習指導薬剤師の資格を有す
る薬剤師の指導により実施されている。 
 
 
【４】実務実習が適正な設備を有する実習施設において実施されていること。 
 
実務実習施設は、関東地区調整機構により割振りされた施設にて実施したた
め、適切な設備を有する施設で実務実習を実施できたと考える。 
 
【５】教育目標（一般目標・到達目標）が実務実習モデル・コアカリキュラム
に準拠していること。 
  
【６】学習方法、時間数、場所等が実務実習モデル・コアカリキュラムに沿っ
て実施されていること。 
 
実務実習における指導および管理には、実務実習モデル・コアカリキュラム
の一般目標・到達目標に準拠した富士ゼロックス社「実務実習指導・管理シス
 14 
テム」を使用しており、本システムは、学習方法およびスケジュール管理（時
間・実習場所）や目標到達度評価など、指導薬剤師、学生、大学教員が実習の
進捗状況を共有可能な仕様となっており、実習状況や生活状況の把握などきめ
細かいケアが行えるよう整備している。 
 
【７】病院と薬局における実務実習の期間が各々標準（１１週間）より原則と
して短くならないこと。 
 
・病院実務実習 
一期：平成２７年５月１１日～平成２７年 ７月２６日の１１週間 
・薬局実務実習 
二期：平成２７年９月 ７日～平成２７年１１月２２日の１１週間 
いずれも、単位認定に必要とされる日数（時間）を下回らない実施内容であ
る。 
 
【８】事前打ち合わせ、訪問、実習指導などにおいて適切な連携がとられてい
ること。 
 
実務実習開始前に、担当教員が実習施設を訪問し契約および実習指導内容等
の確認を実施した。また、実務実習中は、富士ゼロックス社「実務実習指導・
管理システム」にて、実習の進捗状況を学生、指導薬剤師、大学教員間で確認
しつつ、実習状況や生活状況の把握などきめ細かい連携が取られ、適切な時期
に担当教員の訪問指導が実施されている。 
 
【９】実習施設との間で、関連法令や守秘義務等の遵守に関する指導・監督に
ついてあらかじめ協議し、その確認を適切に実施していること。 
 
実務実習の契約は、実習施設、大学、学生の３者間で締結した。この、契約
書中に関連法令や守秘義務の遵守に関する内容も含まれており、これら内容を
熟知した上で実務実習を実施している。 
 
【１０】評価基準が設定され、実習施設の指導者と事前に提示したうえで、実
習施設の指導者との連携の下、大学において適正な評価が行われてい
ること。  
 
実務実習中に使用した富士ゼロックス社「実務実習指導・管理システム」は、
 15 
目標到達度について、学生自身および指導薬剤師それぞれ実務実習モデル・コ
アカリキュラムのSBOs毎に「未実施」が０、「不十分」が１、「ある程度でき
る」が２、「十分できる」が３の４段階で評価するシステムとなっている。こ
の目標到達度に加え、実習スケジュールや日誌等の実習進捗を考慮し、大学に
おいて実務実習の評価が実施されている。 
 
【１１】学生、実習施設の指導者、教員の間で、実習内容、実習状況およびそ
の成果に関する評価のフィードバックが、実習期間中に適切に行われ
ていること。  
 
実務実習中の指導薬剤師からの評価等のフィードバックは、実習中に適宜実
施されるのに加え、日誌に対するコメントとして行われている。大学教員から
学生へのフィードバックは、実務実習指導・管理システムにて、実習の進捗状
況を把握した上で、システム上のメール機能を活用し実習施設訪問指導時に実
施している。 
 
【１２】実習終了後に、実習内容、実習状況およびその成果に関する意見聴取
を、実習施設の指導者、教員を交え行われていること。 
 
病院実務実習では、実習終了直前に実習で実施した内容をまとめたプレゼン
テーションを行い、実習施設の指導者および薬学部教員との意見交換を実施し
ている。 
薬局実務実習では、実習終了後に学生、実習施設の指導者、薬学部教員にて
意見交換会を実施している。 
 
実務実習委員会は、平成２１年１０月より毎年、実習予定施設の薬剤師を集
め、実習の事前説明会を行い、また、学内 FD の企画、文部科学省への届出など、
有効に機能している。実務実習方法、時間ともにモデル・コアカリキュラムに
基づいて設定されており、指導薬剤師からのフィードバック等は実務実習指
導・管理システムにて適切に行なわれていると判断する。効果的な実務実習教
育がなされていると評価できる。 
 
 
９．その他 
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【１】当該大学薬学部（または薬科大学）の４年制学科を卒業していること。 
 
【２】実務実習履修時に、修士課程を修了していること。 
 
 薬剤師国家試験受験資格の取得を目的とする者の実務実習は、本学薬学部薬
科学科を卒業後、修士課程を修了し、かつ所定の科目単位を取得した者に限ら
れる。 
 
 
